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概要：現代の OSでは, User Space で Page Table Entry による メモリ管理を行える OSは少ない。本研

究室ではメタレベルの処理を記述できる CbC と CbC を用いて実装する GearsOS の開発を行っている。

CbC を用いることでメモリ管理などの資源管理を行えるようになるが、現在の GearsOS でのメモリ管理

では単に Page Table Entry をコピーする Fork で実装している。さらに、資源管理を行える CbC で軽量

なハードウェアでも動かせるように Arm のバイナリを出力する Xv6 という OS を CbC で書き直して

GearsOS を開発する手法も行なっている。本論文では Xv6 を参考に GearsOS にメモリ管理を行う API

の実装を提案する。

Implement Paging and Segmentation on GearsOS

1. Page Table Entry を User Space で実
装する理由

2. Continuation based C

本研究室では、Code Gearと Data Gearという単位でプ

ログラムを記述する CbCと CbCを用いて実装する Gears

OS の研究を行っている。Code Gear は並列処理の単位と

して利用でき, Data Gear はデータそのもので型を持って

いて，CbC はメタレベルの処理，並列処理を記述すること

ができる。

3. Pagingと Segmentation

4. Xv6

5. Pagingと SegmentationのGearsOSへ
の実装

ファイルは次のようになる．下線部は投稿時に省略可能

なもの．
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